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	 組成式 A2B2O7で表されるパイロクロア酸化物の中で唯一の超伝導体(Tc = 1.0 K)であ
る Cd2Re2O7は、200 K (Ts1)と 120 K (Ts2)で構造相転移を示し、前者で空間反転対称性を
失う[1]。Ts1転移は圧力印加により低下し、約 4 GPa の臨界圧力で消失する[2]。臨界
圧力付近で超伝導相の上部臨界磁場が増大しパウリリミットを超えることから、三

重項などの特異な超伝導の発現が示唆されていた[3]。一方、最近になって、強いス
ピン軌道相互作用をもち、空間反転対称性を有する系（スピン結合金属）における

特有のフェルミ液体不安定性が注目されている[4]。そこでは反転対称性を破る相転
移が自発的に起こり、結果として誘起される反対称スピン軌道相互作用によりフェ

ルミ面がスピン分裂して多極子秩序などの秩序相が現れると期待されている。さら

に興味深いことに、多極子秩序への揺らぎ（パリティ揺らぎ）により三重項超伝導

が誘起される可能性が指摘された[5]。Cd2Re2O7がスピン結合金属のモデル物質と考

えられることから、その物性の再検討が進行中である。 
	 Cd2Re2O7の単結晶育成は比較的容易であり、ほぼ全ての物性報告において単結晶が

用いられてきた。しかしながら、結晶の質に問題があり、特に低温の Ts2転移に関し

てはこれを否定する報告もある。また、試料の質の目安となる残留抵抗比(RRR)は
せいぜい 40であった。われわれは試薬の精製と合成条件の最適化により、はるかに
大きな RRR を有する純良単結晶（RRR: 100-360）の育成に成功した（下図参照）。
これを用いて dHvA 効果によるフェルミ面の観測や高圧ラマン散乱実験など様々な
実験が行われている。また、最近では磁場や応力を利用して単ドメイン化する実験

が行われている。Cd2Re2O7における遍歴多極子秩序と超伝導に関して、その背景と最

近の結果について報告する。 
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図 1 電気抵抗率の温度依存性 


